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特  集
2011年度（第26回）

経済同友会 夏季セミナー
（前編）

7月14日（木）、15日（金）、16日（土）

復興と成長への挑戦
　経済同友会は、第26回夏季セミナーを７月14日、15日、16日の三日
間の日程で開催した。夏季セミナーはこれまで軽井沢で開催してきたが、
今回は被災地支援の観点から仙台での開催となった。
　初日の第1セッションでは、仙台、岩手、福島の各経済同友会幹部を
招聘し、被災地の現状報告と問題提起を受けて、東京から参加した経
済同友会メンバーと議論を交わした。二日目には、エネルギー政策、成
長戦略実現、企業の成長について議論があり、最後に「東北アピール」

（3～4ページ参照）を採択した。
　三日目には、石巻市の視察、仙台市長との意見交換を行い、三日間
の日程を終えた。また、初日には復興支援のための「IPPO IPPO 
NIPPON プロジェクト」を発表した。
　今号では、第1セッションで行った、震災復興へ向けた議論の概要を
紹介する。　　　　　　　　　　　　※各発言は抜粋。文中敬称略。
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